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■ 新読影ビューワ「SYNAPSE SAI viewer」 
今後、放射線科向けに実用化していく様々な AI
技術を搭載するプラットフォームとして新しい読影ビ

















                                                             
1 SYNAPSE SAI viewer用画像処理プログラム / 販売名：画像処理
プログラム FS-AI683型 / 認証番号：231ABBZX00029000 
SYNAPSE SAI viewer / 販売名：画像診断ワークステーション用プロ
グラム FS-V686型 / 認証番号：231ABBZX00028000 
 












図 4. 骨経時サブトラクションの 
解析フロー(上)と解析結果の例(下) 
 
・ Virtual Thin Slice機能 
 一般的な読影に使われるスライス厚 5mm 程度の






































図 7. クイックレイアウト機能(左)、 
検査リストの絞込み機能(右) 
 
 3D 画像表示機能の強化：今後開発される AI 技術
による解析結果を視覚的に表示できるよう、GPU 搭
載のレンダリングサーバを活用し 3D 画像表示を強
化している。MIP (Maximum Intensity Projection; 








図 8. 3D画像表示機能： 
三断面と VR画像の連動表示(右)。 
 














                                                             
2 ボリュームアナライザー SYNAPSE VINCENT / 販売名：富士画像






































































3D ワークステーションとの融合： SAI Vviewerは、
VINCENT との融合性を考慮したアーキテクチャを
採用している。今後 SAI Vviewer と VINCENT上で
抽出された結果や、付与されたアノテーション情報な
ど、画像に対する診療情報が放射線科～診療科間
で相互に共有できるよう連携強化を進めていく。 
 
■ おわりに 
画像診断デバイスの高性能化に伴い、診断すべき
医療用画像は年々増加している。画像診断システム
は、診断支援 AI 技術との親和性を深め、より質の高
い読影を効率的に行うための画像診断のプラットフォ
ームとしての進化の余地がまだまだある。当社もより
良い医療の実現を目指して、引き続き技術開発に取
り組んでいく。 
